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青空広がるさわやかな秋、今日は侍ちに侍

った運動会。

まだまだ力¥わいい低学年から、もうすっか

りお兄ちゃん、お姉ちゃんの高学年まで、生

き生きとした、そして一生懸命競技する姿が

ほほえましく映ります。

みんな、楽しい思い出として残ったかな。
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ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
、
食
欲
、
読
書
の
牧
:

ー
年
を
通
じ、

活
動
し
や
す
い
季
節
と
な
り、

皆
さ
ん

も
、
い
ろ
ん
な
楽
し
み
方
を
さ
れ
て
い
る
事
と
思
い
ま
す

が
、
さ
わ
や
か
な
紋
空
の
中
、
学
校
、
町
内
、
職
域
な
ど
、

各
地
区
で
は
、

い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

俸
を
動
か
し
流
す
汗
は
最
高
。
あ
な
た
も
、
ス
ポ
ー
ツ

で
リ
フ
レ

ッ
シ

ュ
し
ま
し
ょ
う
。ぷ轟

倒さないでね (~ ・ 旭が丘小)

各小学校で運動会
とても楽しい秋の大運動会が10月 7日、

10日の両日市内各小学校で行われました。

お父さん、お母さ んたちがお弁当を持

ってかけつけます。

かけっ こやダンス、 リレーなど、みん

な一生懸命。応援にも力が入り ます。

好プレー続出
10月10日の体育の日 に行われた、市民スポーツ大会。

市内各地区の代表チームによるソフトボール、バレー

ボールそして、町内や職場などが参加した綱引き大会

が行われました。

技と力の競い合いに好プレーが続出、見ごたえのあ

る試合を展開しました。
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町内会や職域などの融和、親睦などを深める運

動会 も各地で行われました。

ここ竹松小学校 グランドでは、宮小路 1・2・

3丁 目、九電社宅の 4町内合同大運動会が行われ、

血圧測定やつな引き、ロ ー ドレースそ して町内対

抗リレーなど、町内問の親愛の情で終始なごやか

な雰囲気につつまれていました。



ヌ

ー
第
竹
田
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
に
ぎ
わ
う

l

タ

第
刊
回
目
を
迎
え
た
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
、
か
叩
月
刊
日
日
か

ら
3
日
間
行
わ
れ
、

コ
ミ
セ
ン
を
利
用
す
る
各
グ
ル
ー
プ

が
練
習
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

グ
ル
ブ
数
や
活
動
内
容
も
多
種
多
様
化
し
、
現
在
コ

ミ
セ
ン
利
用
者
は
防
団
体
約

1
6
4
0人
。

こ
の
発
表
会
は
、
舞
台
や
展
示
発
表
、
パ
ザ
ー
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
、
が
、
矢
口
グ
ル
ー
プ
の
特
色
を
生
か
し
た
素

晴
ら
し
く
、
そ
し
て
充
実
し
た
発
表
会
で
し
た
。
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身近か恕問題恕ど22議案
二大村生活学校「一日婦人議会」で質問二

宝 酒圃圃圃圃圃圃圃圃 圃.

r ・・・・・・・・・・・・・・E司明暗 高

等 司・・・・E 司 M -b:. 司曹司・・・圃.え
ごみ問題などの身近かな問題から町づくりなど、幅広い分野で、
活発な質疑応答が行われた 日婦人議会 C%.市コミセン)

大
村
生
活
学
校
(
田
中
力
子
代
表
)
主

催
の
「

一
日
婦
人
議
会
」
が
9
月
お
日
、

市
コ
ミ
セ
ン
で
聞
か
れ
、
ゴ
ミ
や
合
成
洗

剤
な
ど
身
近
な
日
常
生
活
問
題
か
ら
、
教

育
、
町
づ
く
り
な
ど
幅
広
い
分
野
で
の
質

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

1日婦人議員や各団体の会員など、出席者は

メモを取るなと、熱心に閏き入っていました。

議
会
で
は
、
連
合
婦
人
会
、
更
生
保
護

婦
人
会
、

P
T
A
母
親
部
会
、
母
子
会
、

農
協
や
商
工
会
議
所
な
ど
の
各
婦
人
団
体

か
ら
幻
人
の
議
員
を
選
出
。
田
中
力
子
さ

ん
が
議
長
、
浦
上
キ
ミ
さ
ん
を
副
議
長
に

議
事
が
運
営
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、

日
人
の
代
表
議
員
か

ら
ゴ
ミ
の
減
量
化
対
策
、
合
成
洗
剤
追
放

に
つ
い
て
の
行
政
指
導
、
米
飯
給
食
の
あ

り
方
、
通
学
パ
ス
の
交
通
費
問
題
、
文
化

会
館
建
設
の
進
行
状
況
な
ど
活
発
な
意
見
、

質
問
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
を
は
じ
め
各
部
長
ら
は
、
「
前
向

き
の
姿
勢
で
取
り
組
み
た
い」

な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
質
問
に
応
答
。

会
場
に
は
、
市
側
や
1
日
議
員
の
外
、

各
団
体
の
会
員
約

ω人
と
吉
川
議
長
な
ど

市
議
会
議
員
ら
が
訪
れ
、
メ
モ
を
と
る
な

ど
熱
心
に
傍
聴
し
て
い
ま
し
た
。

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち
国
民

が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ

う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
私
た
ち
の
身
近
な
暮
ら
し

を
見
回
し
て
み
て
も
、
社
会
福
祉
の
充
実
、

住
宅
や
道
路
の
整
備
、
教
育
の
振
興
な
ど
、

そ
の
活
動
は
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
。

税
は
、
こ
の
よ
う
に
国
や
地
方
公
共
団

体
が
活
動
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
あ

り
、
私
た
ち
が
生
活
の
向
上
と
安
定
を
願

う
限
り
ど
う
し
て
も
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
共
同
生
活
を
維
持
す
る
た
め
の

い
わ
ば
会
費
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
税
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
そ
の
し
く

税
を
知
る
週
間

み
や
使
い
み
ち
を
十
分
に
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
上
で
、
正
し
い
申
告
と
納
税

を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
税
庁
で
は
、
「
税
を
知
る

週
間
」
を
設
け
、
こ
の
期
間
中
コ
」
の
社

会
あ
な
た
の
税
が
い
き
て
い
る
』
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
、
皆
さ
ん
に
税
の
意
義
や
役

割
を
正
し
く
理
解
し
、
考
え
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
各
種
の
行
事
を
全
国
的
に
幅
広

く
行
い
ま
す
。

(
諌
早
税
務
署
)

什
月
刊
日
f
J

行
日

~~，刷fd凶ームJ ¥，斗はXZμtf1札

この社会&tdt;乙の純机、をている

多額の浄財を寄付

指方フサさ ん(中央)

寺々木松子さん(西本町)

は、敬老の日にちなみ福祉施

設(慈恵荘、宗の里、サンラ

イフ、清和園、 社会福祉協議

ぎ会、 社会福祉基金〉に役立て

てくださいと、 100万円を

寄付されま した。
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代表で寄付される
宮本美枝子さん(右 〉
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笑
顔
の
あ
忍
老
後

迎
え
ら
れ
ま
す
か

き22主主語辞2E?lHJfω

人
生
初
年

:
。
あ
な
た
は
長
く
な
っ
た

老
後
を
安
心
し
て
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
か
。

N

ま
だ
若
い
か
ら
老
後
な
ん
で
ず

っ
と
先
の
こ
と
H

と
思
っ
て
い
る
人
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
老
後

の
訪
れ
は
早
く
そ
し
て
、

厳
し
い

こ
と
を

忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

年
金
は
却
歳
か
ら

ω歳
ま
で
の
羽
年
を

か
け
て
各
人
の
努
力
に
よ
り
作
り
あ
げ
る

も
の
で
、

1
年
や
2
年
で
簡
単
に
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歳
を
と
っ
て
年

金
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
手
遅
れ
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

全
て
の
人
が
、
笑
顔
の
あ
る
明
る
い
老

後
を
迎
え
る
た
め
に
も
、
き
ち
ん
と
年
金

に
加
入
し
、
老
後
の
下
準
備
を
し
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
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Aさんl手、 55歳を過ぎてから老後

のことが不安になり、年金係の窓口

に杷談に来られました。若い時に10

年程厚生年金を掛けていて、その後

国民年金に加入してからは、全く保

険 料を納めていませんでした。

厚生年金の10年程だけでは、年金

が受け取れないことや、今となって

は受け取るのに必要な年数を作るこ

とが出来ないことを聞かれて、肩を

落と して帰 られました。

未納にされていると、ちしもの

こんな時年金がでません。

こんな話になってからでは遅い/

令すぐ納付じまじよう
※納付が困難な場合は、 所得や理由

によっては、申請して角除できる

制度があります。

詳しいことは、保険年金課年金係

へご相談ください。

障
害
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

四
歳
未
満
の
子
供

が
い
る
人

老 齢基礎年金

国民年金の老齢基礎年金を受けるには、最低

25年が必要です。未納にされている期間は、

必要な年数に含まれません。
障害者になった時

老
齢
福
祉
年
金
の

証
書
を
交
付
し
ま
す

8
月
に
お
預
り
し
ま
し
た
老
齢
福
祉
年

金
の
証
書
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
指
定
の

場
所
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い。

交
付
日
お
よ
び
交
付
場
所

0
1
月
日
日
ω
1
1
月
初
日
同

各
出
張
所

・
保
険
年
金
課

0
1
月
幻
日
附
(〉

保
険
年
金
課
年
金
係

持
っ
て
く
る
も
の

国
民
年
金
証
書
保
管

証

・
印
鑑

夫が亡くなった時

国
民
健
康
保
険

7
月
ハ
刀
の
医
療
費
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

国
保
の
場
合
、
一
般
的
に
窓
口
で
支
払

う
の
は
総
医
療
費
の
3
割
で
す
。
残
り
の

7
割
は
病
院
か
ら
国
保
へ
請
求
す
る
し
く

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
皆
さ
ん

が
納
め
た
保
険
税
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
る

の
で
す
。

い
う
ま
で
も
な
く
医
療

著
お
支
払
い
が
増
え

つ
やつ

け
る
と
、

国
保
の
運
営
が

困
難
に
な
り
、
皆
さ
ん
が

必
要
と
す
る
医
療
を
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
国
保
制
度

に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
、

健
康
管
理
に
も
役
立
つ
よ

躍l

続柄 (

受 結 権 者氏名

上記の国民年金証書を保管 レま .. J:.こs

立成 年 目 ヨ

大村市長 松 本 崇

市住宅時

出 張 所

日から R ヨまで'"出張子

宮から キ役所 保慣年金課

:-';u 

穀

ヨ〕

国民年金証書保管証

証書交吋 湯 '"

!証書の記号番与|崎

註審査領者名

亘 書 互 ← ョ

う
に
、
か
か
っ
た
医
療
費
を
お
知
ら
せ
す

る
「
医
療
費
通
知
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
が
診
療
所
や
病
院
で
診
療
を
受

け
た
際
の
日
数
と
総
医
療
費
な
ど
が
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
医

療
費
の
支
払
い
を
は
じ
め
ーと
し
た
制
度
の

し
く
み
と
、
財
政
事
情
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
と
共
に
、
正
し
い
保
険
診
療

を
心
が
け
、

一
人
一
人
が
自
分
自
身
の
健

康
を
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
保
険
係

〔健康づ くりは三度の食事から〕
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震さ 告宅 2以車
ゑ何 日に 4 相

ノ

れ

ま

d
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ぞ
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地

引

い
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に

引

1

苗

た

ヨ

校
湯
村
)
幻
自

レ

れ一

学

力

出

ー

さ

APZ
小

心

エ

パ

マ

震

も

城

一

別

町

駅

一
以

ど

三

研

げ

る

テ

た

者

引
引

ル
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方
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P
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ぐ

守
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k
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叫
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F
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ク
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心

街

刊

新
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m
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M
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細
則

優

手
画

6

担

ユ

第

内

壁

ロ

バ

l
く

少

伺
伊

良

c

菅

直

内

初

引

手

た
優

ど

壁

市
1

の
レ

手

企

て

』
句
大
村
・
鹿
島

戦後30年間にわたり、ただ1人ルパンゲ島

で生きぬいてこられた小野田寛郎さんの教青

講演会が9月23目、市民会館で開かれました。

「生きる極限で私を支えたちの」をテーマ

に、体験を通して自然から学ぶことの大切さ

を訴えましだ。

また、講演会終了後、子ども会、ボーイや

ガールスカウトの団員など約 150人が参加

しての集いも行われました。

ラ広J円rfii
C9<3 山ネ草市の

が IO月4三、二ば初
~ ---)レナζ 託脅亀岡チ

AヴJ トで舗で行われ、 百し f
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広報おおむら平成 2年 11月号

守っていきたい
文化財

二文化財保護強調週間11月1日"-'7日二

平
成
2
年
度
教
育

・
文
化
週
間

の
一
環
と
し
て
、
広
く
皆
さ
ん
に
、

文
化
財
愛
護
の
心
を
高
め
て
も
ら

う
た
め
に
、
こ
の
週
間
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

大
村
市
に
は
古
い
時
代
か
ら
祖

先
が
残
し
て
く
れ
た
国
民
的
財
産

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
財
産

を
、
私
た
ち
は
愛
護
し
災
害
な
ど

か
ら
守
り
、
後
世
へ
伝
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん。

皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

主
な
文
化
財

-
天
然
記
念
物

オ
オ
ム
ラ
ザ
ク

ラ

・
イ
チ
イ
ガ
シ
天
然
林2000本の桜でにぎわう大村公園、

その内、約300本のオオムラザク
ラが植えられてい ます。

-
名
勝

旧
円
融
寺
庭
園

即
位
礼
正
殿
の
儀
が
行
わ
れ
る
た
め

刊
月

η
白
骨
院

市
役
所
お
よ
び
各
梅
関
脇
体
固
と
帯
"
ま
す

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
市
立
病
院
の
外
来
診
療
、
ご
み
収
集、

し
尿
汲
み
取

り
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
出

生

届

、

婚

姻

居

、

死
亡

届

は

宿

日

直

で

行

い
ま

す
。

-
有
形
文
化
財

墓
碑
群

本
経
寺
大
村
家

-
無
形
民
俗
文
化
財

寿
古
踊

・
沖
田
踊

黒
丸
踊

旧円融寺庭園

-
史
跡
・
今
富
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
・

五
教
館
御
成
門

・
大
村
藩
お
船

蔵
跡

本経寺大村家墓碑群黒 丸 踊

な
ど
、
国
や
県
の
文
化
財
指
定
を

受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
外
、
ま
だ

多
く
の
史
跡
な
ど
が
方
々
に
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課

犯
罪
捜
査
に
と
協
力
く
だ
さ
い

昨
年
1
年
間
に
、
市
内
で
発
生

し
た
犯
罪
は

6
9
5
件
。
内
訳
は
、

盗
難
6
1
0
件

・
け
ん
か
な
ど
却

件

・
詐
欺
な
ど
必
件

・
そ
の
他
乱

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
犯
罪
の
犯
人
を
捕

ま
え
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
が
必
要
で
す
。

特
に
、
次
の
点
を
中
心
に
警
察

の
捜
査
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

「
事
件
か
な
?
」
と
思
っ
た
ら

1
1
0番

事
件
が
発
生
し
た
と
き
だ
け
で

な
く
、

怪
し
い
人
物
を
見
か
け
た

り
、
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
場
合

に
も
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

被
害
に
あ
っ
た
と
き
は

必
ず
届
け
出
を

被
害
の
届
け
出
が
、
犯
人
検
挙 五教館御成門

英会話教室に
参加しませんか

対象 市内に、居住または勤

務する 15歳より 30歳未満の勤

労者

期間

まで

時間

分

場所 勤労青少年ホーム

祉センター 3階)

講師 ウエスレアン短期大学

ジョセフ ・ロメ 口氏

募集人員 20ノ¥(先着順です)

受講料 無料

申し込み ・問い合わせ 勤労

青少年ホーム(宮⑬ 13 5 3) 

文
部
大
臣
賞
を
受
賞

ー
大
村
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
H

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及
振
興
の

貢
献
が
高
く
評
価
さ
れ
、
日
月
5

日
、
東
京
で
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。体

育
功
労
者
怒
と
を
表
彰

平
成
2
年
度
の
体
育
功
労
者
な

ど
の
表
彰
が
叩
月
刊
日
、
市
民
体

大村藩お船蔵跡

11月より 平成 3年 2月

(15回) 、毎週水曜日

午後 6時30分'"'--'8時30

の
出
発
点
。
ど
ん
な
小
さ
な
事
件

で
も
届
け
出
を
。

聞
き
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
教
え

て
く
だ
さ
い
。
ご
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
十
分
配
意
し
ま
す
。

犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る

こ
と
は
積
極
的
に
通
報
を

犯
行
現
場
に
い
る
不
審
な
人
や

車
、
逃
走
す
る
犯
人
を
目
撃
し
た

よ
う
な
場
合
に
は
、
ど
ん
な
断
片

的
な
情
報
で
も
結
構
で
す
か
ら
、

ぜ
ひ
、
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(敬
称
略
)

O
体
育
功
労
賞
:・
松
尾
幸
子
、
一

瀬

一
春
、
原
哲
弥
、
井
田
義
雄
、

松
井
好
男

。
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
;
井
本
勇
愛
、
佐

藤
俊
彦
、
名
切
勝
行
、
溝
口
英
久
、

若
松
光
次
、
片
問
直
茂
、
大
村
壮

年
サ
ッ
カ
ー

。
社
会
優
良
団
体
・・・
大
村
ス
イ
ミ

ン
グ
ク
ラ
ブ

(福
指
名
手
配
犯
人
の

捜
査
に
ご
協
力
を

指
名
手
配
犯
人
は
、
殺
人

・
強

盗

・
暴
行

・
傷
害

・
窃
盗
な
ど
各

種
犯
罪
を
行
い
、
再
び
犯
行
を

繰
り
返
す
恐
れ
の
あ
る
者
で
、
平

和
な
生
活
に
脅
威
を
与
え
ま
す
。

犯
人
に
よ
く
似
た
人
を
見
か
け

た
り
情
報
を
ご
存
知
の
人
は
、

ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
結
構

で
す
か
ら
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

(大
村
警
察
署
)
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ま電."

仙
波
ミ
ツ
子
さ
ん

(
臼
歳

・
松
原
1
丁
目
)
主
婦

①いま活動しているクラブ

-サークル名

②入会した動機など

③現在の活動状況など

④今後の抱負など

内容

山
岡
治
次
郎
さ
ん

(
初
歳
・
竹
松
本
町
)

①
体
育
指
導
委
員

(
H
H
体
指
)

②
体
指
に
な
っ
た
の
は
、
教
師
と
し
て
在
職
中

の
時
で
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
少
し
で
も
役
に
立

て
れ
ば
と
思
い
引
き
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

も
う
M
l
お
年
に
な
り
ま
す
。

③
現
在
、
体
指
は
別
人
。
各
校
区
か
ら
選
ば
れ

た
人
た
ち
で
、

ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
企
画、

運
営
、

指
導

・
助
言
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
ス
ポ
ー
ツ
の
講
習
会
を
聞
い
た
り
、
マ
ラ

ソ
ン
大
会
、
オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
グ
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
準
備
か
ら
進
行
、
後
片
付
け
ま
で
、

体
指
の
仲
間
の
皆
さ
ん
と
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

こ
の
功
績
が
高
い
評
価
を
受
け
、
仙
波
さ
ん

は
、
全
国
体
育
指
導
委
員
功
労
者
賞
を
受
賞
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
外
、
詩
吟
(
吟
道
会
)

6
段
、
詩
舞

(
み
や
び
舞
)
は
奥
侍
の
腕
前
、
ま
た
、
子
供

会
や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
に
携
わ
り
多

忙
な
毎
日
を
送

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

④
体
指
は
縁
の
下
の
力
持
ち
と
な
っ
た
り
、
表

に
出
た
り
と
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

心
身
と

も
に
健
康
な
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
た
め
、
出

来
得
る
限
り
尽
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①
交
通
指
導
員

②
交
通
指
導
員
に
な
っ
た
の
は
昭
和
弘
年
4
月
。

退
職
後
、
何
か
社
会
の
為
に
役
立
ち
た
い
と

思
っ
て
い
た
。
幸
い
交
通
安
全
協
会
に
所
属
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
付
近
の
信
号
機
の
無
い

危
険
な
交
差
点
で
の
立
哨
を
決
意
し
、
実
行
し

て
い
た
。
そ
ん
な
時
交
通
指
導
員
の
話
が
あ

り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

③
こ
こ
2
年
位
は
、
交
通
安
全
運
動
の
期
間
中

や
0
の
つ
く
山
、
初
、
初
日
の
立
哨
や
各
種
行

事
で
の
交
通
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

ち
か
え
U

し
家
族

山口さん一家 (黒木町〉
(
市
)

(叩
)

(
侃
)

ん

(5)

く
ん

(
叫
)

広報おおむら平成 2年 11月号

ぼ
く
の
家
は

7
人
家
族
で
す
。

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
つ
と

め
に
出
て
ま
す
が
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
は
山
と
牛
が
大
好
き
で
、

山
の

手
入
れ
に
出
か
け
た
り
牛
の
世
話

を
し
た
り
し
ま
す
。
ぼ
く
ち
牛
は

好
き
で
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
や
さ
し
く
て
い

つ
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
ま
す
が
、
ぼ

く
た
ち
が
兄
弟
げ
ん
か
を
す
る
と

お
こ
ら
れ
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん、

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
く

だ
さ
い
コ

(
聖
二
)

勤青パドミg，トg，ワ号ヴ
こんなクゃループ知ってる?

~ 
zr 

11月10日出 午後2時""'3時30分
西大村コミセン 入場無料

くフィルム名〉

ねずみのチャップ(ブフ二メ ション10分〉

しあわせの王子(アニメ ション19分〉

視聴覚ライブラリー

画映市民

久
田
松
和
則
さ
ん

(引
歳

・三
城
町
)
神
官

①
大
村
史
談
会
(
青
年
部
)

②
歴
史
に
つ
い
て
は、

中
学
時
代
か
ら
興
味
を

も
っ
て
お
り
、
大
学
卒
業
後
、
し
ば
ら
く
教
師

を
し
た
後
現
職
に
な
り
、
昭
和
印
年
頃
入
会
。

③
大
村
史
談
会
は
、
現
在
2
0
0
人
近
く
の
会

員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
月
1
回
の
例
会、

そ
れ
以
前
日
年
間
位
は
、

地
域
の
交
通
安
全
を

願
い
毎
日
の
よ
う
に
立
哨
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

最
初
は
、
素
通
り
だ
っ
た
子
供
た
ち
も
あ
い

さ
つ
を
交
わ
す
よ
う
に
な
り
、
交
通
規
則
も
守

っ
て
く
れ
ま
す
。

た
だ
、
ど
こ
の
市
町
村
も
同
じ
だ
と
思
い
ま

す
が
、
自
転
車
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
目
に
つ
く
、

学
校
側
の
指
導
強
化
を
お
願
い
し
た
い
で
す
ね
。

ま
た
、
交
通
指
導
員
は
車
を
止
め
る
権
限
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
は

「止
ま

っ
て
く
だ
さ
い
L

と
い
う
気
持
で
お
願

私
た
ち
は
、
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
に
所
属
す

る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
で
す
。

幼児とことば(家庭教育29分〉

平成3年版

「
大
村
史
談
」

の
発
刊
、
市
外
お
よ
び
県
内

・

外
の
史
跡
め
ぐ
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
大
村
に
つ

い
て
は
解
明
で
き
な

い
事
が
多
い
ん
で
す
が
、
私
は
、
大
村
の
史
料

が
大
村
に
あ
る
と
は
限
ら
な
い
し
、
文
化
な
ど

の
比
較
も
必
要
と
考
え
、
他
地
域
に
あ
る
史
料

探
し
に
も
日
を
向
け
て
い
ま
す
。

今
、
奈
良
の
天
理
図
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い

た
江
戸
初
期
の
長
崎
、
佐
賀
、
福
岡
に
ま
た
が

る
伊
勢
参
宮
の
宿
泊
人
名
簿
を
見
つ
け
、

3
j

4
年
前
か
ら
研
究
し
て
い
ま
す
。

宿
帳
に
は
、
大
村
や
長
崎
の
人
な
ど
の
名
前

が
数
多
く
書
か
れ
て
あ
り
、
貿
易
で
潤
お
っ
て

い
た
長
崎
の
経
済
力
な
ど
が
う
か
が
え
ま
す
。

久
田
松
さ
ん
は
、「
大
村
史

・
琴
湖
の
日
月
」

や
、
河
野
忠
博

・
深
草
静
雄
さ
ん
と
の
合
同
で

ま
と
め
た
「
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
写
真
集
明

治
・
大
正

・
昭
和
の
大
村
」
を
発
刊
す
る
な
ど
、

郷
土
史
に
深
い
関
心
を
持

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

④
現
在
、
青
年
部
が
7
j
8
人
と
少
な
い
ん
で

す
が
、
新
し
い
史
料
が
見
つ
か
っ
た
り
、
実
話

な
ど
が
解
明
す
る
と
大
き
な
喜
び
と
な
っ
て
返

っ
て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
是
非

一
緒
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

連
絡
は
、
市
立
図
書
館
森
崎
ま
で
。

8 

い
を
し
て
き
た
。
今
で
は
、
本
当
に
気
持
良
く

協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
し
、
励
ま
し
の
言
葉

な
ど
も
い
た
だ
き
ま
す
。

山
岡
さ
ん
は
、
指
導
員
と
し
て
は
、
県
の
交

通
安
全
功
労
者
表
彰
。
全
日
本
交
通
安
全
協
会

か
ら
交
通
栄
誉
章
緑
十
字
銅
章
な
ど
を
受
章
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

④
私
は
も
う
高
齢
で
す
が
、
健
康
の
許
す
限
り

交
通
安
全
対
策
に
取
り
組
み
、
少
し
で
も
地
域

社
会
の
た
め
に
役
立
て
れ
ば
と
頑
張
っ
て
い
ま

す
。毎

週
木
曜
日
の
夜
7
時
叩
分
か
ら
市
民
体
育

館
で
楽
し
く
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
男
女
日
人
程
の
メ
ン
バ
ー
で
平

均
年
齢
も

μ
と
若
ベ
、

初
心
者
か
ら
経
験
者

ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
楽
し
く
や
る
こ
と

を
目
標
と
し
、
講
師
で
あ
る
中
島
泰
ニ
先
生

の
熱
心
な
指
導
の
も
と
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な

ど
、
和
気
あ
い
あ
い
と
活
動
し
て
い
る
非
常

に
仲
の
良
い
グ
ル
ー
プ
で
す
。

日
月
日
日
、
唐
津
市
で
行
わ
れ
た
九
州
大

会
で
は
、
善
戦
空
し
く
惜
敗
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
次
の
目
標
へ

向
け
ま
い
進
し
よ
う

と
誓
い
合
い
ま
し
た
。

初
心
者
の
方
も
基
礎
か
ら
簡
単
に
で
き
ま

す
。
犯
歳
ま
で
で
興
味
の
あ
ら
れ
る
方
、

一

緒
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

練
習
日

毎
週
木
曜
日
午
後
7
時
犯
分
1

場

所

市
民
体
育
館

連
絡
先

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

(宮
⑧
1
3
5

3
)
ま
た
は
、
中
西
(
宮
⑫
4
2
8
3
)
ま
で

県民手帳予約受け付け

平成2年版の県民手帳

ふるさと長崎県の情報

がい っぱいの便利な手帳

です。

ぜひご愛用ください。

サ イズ 9cmX17cm 

本冊 134貢 別 冊資

料編74頁

頒価 400円

申込期限 11月30日(金)

申し込み 企画調整課
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(
は
し
さ
の

該
当
す
る
幼
児

O
生
後
四
か
月

lη
か

月
ま
で
の
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な

ft0958⑪1 1 1 7 

一中

い
幼
児
お
よ
び
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
幼
児

接
種
方
法

個
人
接
種
で
す
の
で
、
直
接

指
定
さ
れ
た
医
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い。

料
金

無
料

接
種
期
限

日
月
初
日
幽

た
だ
し
小
児
科
医
院
に
お
い
て
は
翌
年

3
月
ま
で
実
施
。

※
接
種
医
院
な
ど
詳
し
く
は
印
月
号
N

広

報
お
お
む
ら
H

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
保
健
衛
生
係

子どもを持つ家庭の悩みや心配ご

との相談を受け付ける「子ども・家

庭 11 0番」を10月 1日より実施し

ています。お気軽にご利用ください。

相談日時 毎日 午前 9時一午後 9時

(祝祭日 、年末年始は除きます)

電話相談員 専任の相談員が従事し

ますが、内容によっては、弁護士、

医師、学識経験者の助言も受けられ

ます。

実施機関 長崎県中央児童相談所

(長崎市橋口町 2-12) 

在
宅

介
繍

護
見呆
舞性

老金 人をィ
琢

支'ーと給 のじ
ま
す

対
象
者

叩
月
1
日
現
在
、
臼
歳
以
上
で

大
村
市
に
1
年
以
上
居
住
し
、
居
宅
に
お

い
て
、

6
か
月
以
上
ね
た
き
り
ま
た
は
、

痴
呆
老
人
の
食
事
、
入
浴
、
排
便
な
ど
日

常
生
活
に
つ
い
て
介
護
を
し
て
い
る
人
。

(
3
か
月
以
上
入
院
ま
た
は
、
市
外
の
病

院
に
入
院
し
て
い
る
老
人
。
重
度
障
害
者

介
護
見
舞
金
な
ど
、
外
の
見
舞
金
を
受
け

み
ん
な
の
健
康
教
室

テ
ー
マ

「
第
担
回
糖
尿
病
教
室
」

日
時

日
月
打
日

ω、
午
前
9
時
加
分
j

u時
却
分

おかぐら人形劇

わんば〈スサノすの
大崎退治

た
人
は
除
き
ま
す
)

申
請
手
続

該
当
す
る
人
は
、
地
区
民
生

委
員
を
通
じ
、
申
請
書
に
診
断
書
(
新
規

の
場
合
の
み
必
要
)
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

締
め
切
り

口
月
初
日
幽

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
老
人
福
祉
係

場
所

国
立
長
崎
中
央
病
院
地
域
医
療
研

修
セ
ン
タ
ー

※
友
人
・

知
人
、

ご
近
所
の
方
な
ど
、
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

国
立
長
崎
中
央
病
院
地
域

医
療
研
修
セ
ン
タ
ー
(
宮
@
3
1
2
1
内

線
5
1
0
)

「テフ・パベットシアターひとみ」公演

健康子レホふザービス

- - ‘ 曹 司 園 、-
1~~l11 
~ d 1.みゐ)
1 ' 1:1ぺ~:~… 一一一
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8③4646まだは 0958⑧5511

月 『楽づけ・検査づ1ナ」について

火 開業医の所得は晶すぎるか

水 歯科の治療費は晶いか

木 なぜ高齢者の入院が敬遠されるのか

金 医師と患者の上手なつきあい方

土-白 これからの医療体制はどうなる?

1
月
の
テ

マ

この劇団は、耳の聞こえる人と聞こえない

人が、同じ舞台で演技する、世界で唯一の人

形劇団です。 また、「ひょっこりひょうたん島」

でおなじみの「ひとみ座」のメンバーが中心

になって結成されており、新しいコミュニケ

ーションスタイノレを会場い っぱいに広げます。

また、この劇は演劇的にも素晴らしく子供

から大人まで楽しめ、海外でも高い評価を受

けていま す。

是非、家族揃ってご来場ください。

日時 11月22日(村、午後 6時45分開演 (6時

15分開場)

場所 市コミセン

主催 デフ・ パペッ トシアターひとみ大村公

演実行委員会

※チケットのお問い合わせば、市福祉課

線157小山田まで)

(内



広報おおむら平成 2年 11月号

消そう

火

の
秋

季

全

国

火
災
予
防
運
動

重
点
目
標

①
物
品
販
売
庖
舗
、
旅
館
、

ホ
テ
ル
な
ど
不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り

す
る
、
防
火
対
象
物
に
係
る
防
火
安
全
の

確
保

②
社
会
福
祉
施
設
、
病
院
な
ど
自
力
避
難

が
困
難
な
人
が
多
数
入
所
し
て
い
る
施
設

に
お
け
る
防
火
安
全
の
徹
底

③
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

④
地
域
に
お
け
る
防
火
対
策
の
推
進

消
防
の
時
開
設
定

期
間
中
午
後
8
時
に

1
分
間
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

※
火
災
予
防
運
動
の
初
日

(
9
日
)
午
前

8
時
に
訓
練
の
た
め
演
習
招
集
サ
イ
レ

什
月

9
B
r〉
何
日

ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

日
秒

6
秒
休
止
日
秒

火
の
用
心

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ

コ
の
投
げ
捨
て
を
し

な
し

②
子
供
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば

せ
な
い
。

③
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い
。

④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場
を

は
な
れ
な
い
。

⑤
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

カ
な
レ

火
災
の
問
い
合
わ
せ
は

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

(
岱
⑭

1
1
9
0
)

什
月

9
日
は
寸

1
1
9番
の
日
L

「

1
1
9
番
の
日
」
は
、
皆
さ
ん
が
消
防

に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、

住
民
生
活
の
よ
り

一
層
の
安
全
確
保
を
図

ろ
う
と
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

万
一
1
1
9番

あ
恕
た
が
通
報
す
あ
と
き
H
H

次
の
要
領
で
、
ハ
ッ
キ
リ
と

①
火
事
か
救
急
か
②
場
所
は
③
大
き
な
目

標
は
④
何
が
燃
え
て
い
る
の
か
(
病
人

・

け
が
人
の
状
態
は
)
⑤
あ
な
た
の
名
前
と

電
話
番
号
は

と
か
く
あ
わ
て
が
ち
で
す
か
ら
必
要
事

項
な
ど
を
小
さ
な
メ
モ
に
し
て
電
話
機
の

前
に
は
っ

て
お
く
と
便
利
で
す
。

用件は正しく

あわてず

不
正
受
給
は
や
め
ま
し
ょ
う
ノ
.

日
月
は
雇
用
保
険
さ
わ
や
か
受
給
推
進
月
間

雇
用
保
険
と
は
、
失
業
さ
れ
た
労
働
者

の
生
活
の
安
定
を
は
か
り
、
再
就
職
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
働
い
て
い
る
事
実
を
隠
し

た
ま
ま
雇
用
保
険
の
支
給
を
受
け
る
な
ど

ル
ー
ル
に
反
し
た
不
正
な
受
給
が
、
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
失
業
給
付
の
費
用
は
、
労

働
者
お
よ
び
使
用
者
の
方
々
か
ら
納
め
て

い
た
だ
い
た
保
険
料
と
、
皆
さ
ん
が
納
め

長崎県の

最低賃金

午後 2時

入院患者の避難 ・誘導を目的とし

た消防訓練を実施します。

火災報知器のベルや非常放送があ

りますが、訓練のためのも のですの

で、お間違いのないようご注意くだ

さい。

11月16日(重昔、日時

ら
れ
た
税
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

一
部
の
受
給
者
に
よ

っ
て
、
不
正
な
受

給
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
、
制
度
の
健
全

な
運
営
を
阻
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
し
か
な
申
告

さ
わ
や
か
受
給

あ
ふ
れ
る
笑
顔
で
再
就
職

正
し
い
受
給
を
お
願
い
し
ま
す
。

(
大
村
公
共
職
業
安
定
所
)

1 日 3，738円
1時間 468円

二平成2年10月20日から二

なお、長崎では別に7業種

について、産業別最低賃金が

定められています。

※詳しくは、長崎労働基準局

賓金課(宮長崎⑬6346)ヘ昨年の消防訓練より

-11 



二第2回長崎県民文化祭協賛二

O主 催大村市文化協会

O問い合わせ 大村市教育委員会社会教育課

〆舞台 芸術祭

11月25臼(日)

12:30開演

邦楽・ち道・民踊・謡曲

日舞・華道惨・叡謡

ぷらj

寒蘭展
什月17日(土)・18日(日)

日舞

盆栽展

↑1月4日(桐

""6日(火)
9:00--18:00 
(6日は16:00 
まで)

o舗の綜

お~".3\'~-rお守かけくだ~\'~II

ヘヘ日t~e
L析も巴〕 市民茶 会

11月刊日(日)

-12-



み
ん
な
あ
つ
ま
れ
グ

お
は
な
し
の
つ
ど
い

毎
週
実
施
し
て
い
る
「
お
は
な

し
の
会
L

の
た
の
し
い

つ
ど
い
を

聞
き
ま
す
。
み
ん
な
で
お
出
か
け

く
だ
さ
い。

日
時

日
月
刊
日
出
、
午
後
]
時

初
分
1
2
時
叩
分

場
所

中
地
区
公
民
館

内
容

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
、
紙
し
ば
い
。

入
場
料

無
料
で
す
。

ふ
れ
あ
い
講
演
会

日

時

日

月
お
日
岡
、
午
後
1
時

加
分

1
3
時
(
午
後
1
時
開
場
)

場
所

市
農
協
会
館
ホ
!
ル

講
師

中
沢
病
院
長
中
津
和

嘉

先

生

演
題

『
心
の
病
気
と
痴
呆
-
z

共
催

大
村
市
婦
人
団
体
連
絡
協

議
会
、
九
州
電
力
側
大
村
営
業
所

※
入
場
料
無
料
で
す
、

か
け
く
だ
さ
い
。

多
数
お
で

航
空
教
室
を

開
き
ま
す

-1
4帯

日
時

日
月
同
日
同
、
午
前
叩
時

t
ノ午
後
3
時

場
所

ジ
ャ

ル
フ
ラ
イ
ト
ア
カ
デ

ミ
ー
本
社
(
今
津
町
)

内
容

機
長

・
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス

の
話
、
訓
練
機
見
学
、
ビ
デ
オ
観

賞
な
ど

参
加
資
格

小
学
校
5
年
生
以
上

高
校
生
ま
で
(
た
だ
し
、
父
兄
の

同
伴
は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
)

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所

・
氏

広報おおむら平成 2年 11月号

コミセン
サタデ一発表会

二日舞・民踊=

日時 11月17日(土)、 午後 7時

開演 (6時30分開場)
場所 市コミセン

入場料 無料

出演 紅舞会、ゃなぎ会によ

る正調博多節、十六夜舟、雪

の渡り鳥、花しぐれ ほか

名

・
年
齢

・
電
話
番
号

・
学
校
名

・

学
年
を
書
い
て
、
日
月
9
日
樹
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
先
着
印
人
で
締
め
切

り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ジ
ャ
ル
フ
ラ
イ
ト
ア
カ
デ
ミ
ー

附

総
務
部

航
空
教
室
係
(
号
制

今
津
町
2
0
6
番
地
包
②
1
6
6

0
代
表
)

海
阪

O
m
か
ら
の

登
山

日
時

日
月
四
日
剛
、
午
前
6
時

却
分
(
市
役
所
前
広
場
集
合
)

コ
ー
ス

市
役
所

1
大
多
武

1
南

川
内

1
五
家
原
岳
1
黒
木
バ
ス
停

下
山

参
加
費

2
0
0
円
(
帰
り
の
交

通
費
は
含
み
ま
せ
ん
の
で
別
に
ご

持
参
く
だ
さ
い
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
山
岳
会
(
宮
⑮
1
8
5
4
池

野
)

締
め
切
り

長崎県「ふ~さと

農業まつり」
1
11
4
1
付

I
II
-
r
t
tv
 

秋
季
市
民

テ
ニ
ス
大
会

-
1
月
同
日
同

ス

・
日
月
お
日
倒

A
ク
ラ
ス

(
雨
天
時
日
月
お
日
同
)

場
所

市
営
テ
ニ
ス
コ

ー
ト

種
目

男
子

・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

参
加
資
格

市
内
在
住
者

(
高
校

生
可
)

参
加
料

1
組
2
0
0
0
円
(
た

だ
し
、
非
協
会
員
2
5
0
0
円
)

申
込
期
限

日
月
9
日
樹

申
し
込
み

底
瀧
⑧

(宮
⑮
7
6

8
6
)
 

日
目寺

B
ク
ラ

海
技
免
状
更
新
お
よ
び

失
効
再
交
付
講
習
会

期
日
・
場
所

・
佐
世
保
市
漁
民
総
合
セ
ン
タ
ー

日
月
9
日
樹
、
ロ
月
刊
日
制

・
唐
津
市
民
会
館
ロ
月
日
日
出

時
間

・
小
型
更
新

午

前
9
時、

・
航
海
B

午
前
叩
時
、

・
失
効

午
後
1
時

祭高園

持
参
す
る
も
の

海
技
免
状、

写

真

(
3
m
×
3
側、

更
新

1
枚

・

・
失
効

2
枚
)
、
印
鑑
、
受
講

寸寸
中
亦
1申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
側
関
門
海
技
協
会
(
下
関
市
東

大
和
町
2
丁
目
3
番
お
号
宮
0
8

3
2
⑮
4
0
2
9
)
 

-
福
岡
海
技
免
許
セ
ン
タ
ー

(福

岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
3
丁
目
5

1
7
博
多
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
6
階
、

宮

0
9
2
(
4
5
2
)
1
4
1
6

第
初
回

少
年
剣
道
大
会

ロ
月
2
日
岡

市
民
体
育
館

団
体
戦

・
個
人
戦

・
紅
白

期
日

場
所

種
目

じ
瓦、L時

寸申
込
期
限

日
月
日
日
同

※
申
込
用
紙
は
、
各
道
場

へ
送
付

し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課

ウ
ェ
イ
H

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
ハ
イ
ラ
イ
ト

H

マィ・
7
n
3静

大
村
市
出
身
の
ミ
ュ

ー
ジ
カ

ル

ス
タ
!
村
島
寿
深
子
さ
ん
に
よ
る

素
晴
ら
し
い
歌
声
と
、
ダ
ン
ス
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い

出
演
者

テ
ノ
ー
ル
;
吉
田
顕
、

ダ
ン
ス
ソ
プ
ラ
ノ

福
永
直
美
、

ダ
ン
ス

:・
影
山
徹
、
ピ
ア
ノ
・
:

デ
イ
ヴ
イ
ツ
ド

・
ス
タ
イ
ン

「
コ
ー
ラ
ス
ラ
イ
ン
」
「ウ

曲
目

長崎県の農林畜産業につい

て、県内の生産者と消費者の

相互理解のため開催されます。

期間中は、県産品の展示や

販売 の外、催し物も行われま

す。皆 さんそろってお出か け

くださ U、。

日時 11月 1 0 日 (土)~11 日 (日)

場所 長崎市 (1日魚市跡)

日時・ 11月17日(土)、午前10

時~午後 4時

-11月18日(日)、午 前 9時10分

~午後 2時

場所 大村園芸高校

内容 ①学科展および農産物

の展 示② 学校生産物および実

習作品の即売③ ノ〈ザーなど

※当 日は、校内への車の乗り

入れ はご遠慮、くださ い。

エ
ス
ト
サ
イ
ド
物
語
」「
王
様
と
私」

「ラ
・
マ
ン
チ
ャ
の
男
」
よ
り
外

日
時
打
月
初
日
樹、

午
後
6
時

ぬ
分
開
演

会
場

市
民
会
館

入
場
料

一
般

・
2
5
0
0
円
、

学
生

。1
0
0
0
円

(
全
自
由
席
)

問
い
合
わ
せ

カ
ト
レ

ア
コ

ー
ラ

ス

(
宮
@
4
0
0
0
田
川
)

軽費老人ホームサンライフ

文化祭
期日 11 月 2 日 (封~4 日 (日)

催し 演 芸、バザー

士号戸斤 サ ンライフ

問い合わせ サンライフ

(3⑧ 3 1 1 0玉)11) 
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お
し
ら
せ

市
内
小
・
中
学
校

図

工

美

術

展

作
品
鑑
賞
を
と
お
し
て
、
教
育

の
現
状
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

期
間

口
月
比
日
制

j
M
日
幽

時
間

午
前
日
時
1
午
後
6
時

(た
だ
し
、
同
日
は
午
後
3
時
ま

で
)

会
場

市
民
会
館

(
2
階
)

展
示
作
品

市
内
各
小

・
中
学
校

児
童
生
徒
の
作
品

主
催

教
育
委
員
会
、
小

・
中
学

校
教
育
研
究
会
図
工
美
術
部

入住市
家賃(月額・円)間取り戸数住宅名種別

21 ， 200~23 ，800 

竹 7， 200~ 17，00。
3DK  

2 K ~3 D K 

9 

10 松

久原第 一

1 
25，200 3DK  城 I1 

児
童
読
書
感
想

発

大
表

A
E
 

市
内
の
各
小
学
校
か
ら
推
せ
ん

さ
れ
た
児
童
幻
人
が
発
表
し
ま
す
。

日
時

日
月
3
日
目
、
午
前
9
時

会
場

中
地
区
公
民
館

※
な
お
、
駐
車
場
が
少
な
い
た
め

車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い

c

問
い
合
わ
せ

市
立
図
書
館
(
宮

@
2
4
5
7
)
 

第
何
回

県

展

会
場
お
よ
び
会
期

。
長
崎
会
場
・・・
県
立
美
術
博
物
館

・
前
期

l
洋
画

・
書

・
彫
刻

27，200 3DK  6 原口 アパート

15ラ5003DK  2 田池
種

24，700 3DK 1 口原

23，200 3 K 訪 I 1 3取東

18，200 

6，400 

3DK 

2 rく

1 

松 I 2 

原第 一

tt 

久

日
月
日
日
ω
1
mm
日
目

-
中
期

l
洋
画

・
工
芸

・
主日

日
月
初
日
同
i
お
日
目

-
後
期
H
H
日
本
画

・
デ
ザ
イ
ン

・

写
真

・
書

1
月
幻
日
川川
1
ロ
月
2
日
同

(休
館
日
)
日
月
四
日
間

・お
日
開

。
佐
世
保
会
場
:・
島
瀬
美
術
セ
ン

タ
ー

ロ
月
6
日
肘

j
m日
目

(
休
館
日
)
ロ
月
日
日

ω

問
い
合
わ
せ

第
お
田
県
展
事
務

局
(
長
崎
市
立
山
1
1
1
1
5
8

長
崎
③
6
3
4
1
)

7 ， 800 ~ 9 ， 200 

13，500 

20，500 

6，500 

申込期間 11月 5 日 (月) ~ 10 日 (土)

申し込み ・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があります。

2K~3K 

3D K  

2 K 

3DK 

:::> 

1 

盤 I2 

l 

田

円IJ

原口アパー ト

池

馬天

正ι，
吊

2 

種

中地区公民館 • 期 持 JU 語 庫 の ι回，国r.• 内5茸 座 名 内 容 期 間 対象 ・定員 講: 師

吉野ヶ 里遺跡の発掘は 「幻の耶馬台国」をほうふつさせるものでした。

吉野ヶ呈とは一体どんな遺跡で、 どんな意味を持つのか。卑弥呼はい
大専和門員町文化財たのか。

「幻の耶馬台国」 [事前研修] 11月21日(7K)19・00-21:00 成人または 川 崎吉 岡!J
「大村 :富の原遺跡、 と吉野ヶ里の時代背景を探る」 家族

吉野ヶ里遺跡を訪ねる [一泊研修] 12月 1日(土)- 2日(日)14・00出発 50ノ¥、 社会教育課
埋蔵文化財担当

佐賀青年の家(講義)~吉野ヶ里遺跡を訪ねて 稲富裕和
※宿泊~青年の家

[参 加費] l人 5，300円(1泊 3食・貸切パス代 ・保険料含む)

身近にある材料が、素華なお正月料理に大変身グ 12月 13 日 (木)婦 人 30人
おE月料理の作り方 今年のお正月は、手作 りのおせち料理でおもてなし。 20 白 (木) ※ 2日間参加 柳原 J字

(材料費:1，500円) 10 : 00 -12 : 00 できる人

スポンジの焼き方から飾り付けはもちろん、パラエテ 12月 11 日 (火)婦人 25人
クリスマスケーキを作否う ィに富んだ手作りケーキ教室です。 18 日 (刈 ※ 2日間参加 広中恵子

(材料費 :1，500円) 19 : 00~21 : 00 できる人

おり紙で、クリスマスツリーなどを作ります。 12月 15 日 (土)
親子または

吉良嘉代子
おり舗でメリー・クリスマス (キオキ斗費:300円) 13 : 30-15 : 30 

小 学 3年 生
おりづる会々 員

以上

昔から伝わっているこどもの遊びをテーマに版画でカ 11月24日-12月22日
小学 3年 生

こども版画カレンター教室 レンダー を作り ます。 毎週土曜日 5回 成 i頼 勝

(材料費:500円) 14 :00 ~16:30 
以 上 24人

牛乳ノξックを再利用して、年賀状(ハガキ)を作りま
12月 25 日 (火)小学 3年生

手作り年賀状教室 す。 公民館職員

(材料費:20円)
10 : 00 ~ 16 : 00 以 上 20人

11月12日(月)必着 受講料 無料(教材費は実費)

往復ハガキに、住所・氏名・年齢(学校、学年)・性別・電話番号 ・希望する講座を一葉に一講座書いて申

し込ん でください。(申し込み多数の場合は抽選します。(抽選日 :11月 13日(火)10:00か ら)

申し込み・問い合 わせ 中 地 区 公 民 館 (干856松並 1丁目 246-5fi③ 1 3 7 6) 
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申込方法



広報おおむら平成 2年 11月号

シンポジウム天正少年婦富~(B)筆記怠

r少年使節その指と影J開催

ご
寄
付

ご
好
意

。
香
典
返
し

西洋との出会いの第一歩で

あった、天正遣欧少年使節の

光と影。各分野を代表するパ

ネラーにより熱い討論が /

日目寺 12月 2日(日)

午前10時~午後 5時

場所 市民会館

入場料 大人 1，0 0 0円

高校生以下無料

内容 ・午前-パネラ ーに よ

る基調発表、記念講演 ・午後 シンポジウム、質疑応答

O 司会 ...市川森一先生(脚本家)

Oパネラ一一松田毅一先生、小中陽太郎先生ほか

O記念講演...三浦哲郎先生 (作家)

市川森一氏

a"が
と
う
ご
#
V
V
ま
し
た

市
立
病
院
へ

V
三
浦
健
二

叩
万
円

三
浦
小
学
校
へ

V
井
手
節
子

(溝
陸
町
)
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ

1
台
目
万
円
相
当

社
会
福
祉
基
金
へ

V
山
里
正
雄
(
徳
泉
川
内
町
)
5

万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

(大
阪
府
吹
田
市
)

(
敬
称
略
)

V
馬
場
光
徳

(宮
小
路
1
丁
目
)

日
万
円

V
田
川
芳
和
(
武
部
町
)
5
万
円

市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
へ

V
吉
本
和
敏

(陰
平
町
)
5
万
円

。

一
般
寄
付

文
化
会
館
建
設
基
金
へ

V
増
本
義
(久
原
2
丁
目
)
3
万
円

市
立
図
書
館
へ

V
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
村

児
童
図
書
叩
万
円
相
当

隠
し
ゅ
今

:..0. 

E岡

文
「
国
際
協
力
と
地
域
の

テ
ー
マ

役
割
」

応
募
要
領

4
0
0
字
詰
原
稿
用

紙
5
枚
程
度
、
ワ
ー
プ

ロ
原
稿
可
、

別
紙
に
氏
名

・
性
別

・
生
年
月
日

・
住
所

・
電
話
番
号

・
職
業
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰

最
優
秀
賞

(1
編
)
印
万

円
、
優
秀
賞

(
2
編
)
5
万
円
、

入

選

(
5
編
)
1
万
円

締
め
切
り

口
月
初
日
倒

応
募
先

県
企
画
部
国
際
交
流
課

内
「
海
と
国
際
協
力
」
論
文
募
集

V
長
崎
県
労
働
金
庫
大
村
支
庖
日

児
童
図
書
5
万
円
相
当

清
和
国
へ

V
日
本
た
ば
こ
産
業
側

h
た
ば
こ

V
向
木
場
町
内
会

H
花
か
ご

V
高
原
生
花
庖
1

花
か
ご

V
園
田
商
居
川
果
物

V
親
奉
会

(森
安
太
郎

・
岩
井
勝

・

中
島
松

一
・
末
永
辰
夫
)
理
容
奉

仕V
大
高
家
庭
ク
ラ
ブ
!
奉
仕

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
大
村
市
銀
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
協
会

川

3
万
円

三
彩
の
里
へ

V
琴
平
文
庫
運
営
協
議
会
四
万

6
千
円

・
本
4
3
5
冊

1 流 問 係
1 課 い (
1 旅 合干
内券 わ 850
線 渉 せ 長
2 外 崎
O 班 県市
8 ~ 企 江
7 8 画 戸
)長部町

崎国 2
@際 1
1 交 13

青
年
海
外
協
力
隊

資
格

m
i
ぬ
歳
ま
で
の
男
女

申
込
期
限

日
月
初
日
樹

申
し
込
み

青
年
海
外
協
力
隊
事

務
局

(
東
京
都
渋
谷
区
広
尾

4
1

2
1
M
)
 

。
募
集
説
明
会

日
月
幻
日凶問

。
佐
世
保
市
中
部
地

区
公
民
館
午
後
6
時
初
分

日
月
辺
日
岡
県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

(長

崎

)

午

後

6
時
却
分

問
い
合
わ
せ

県
国
際
交
流
課

(宮
長
崎
⑫
0
3
0
2
)

大
村
こ
ど
も
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

サ
ン
ラ
イ
フ
へ

V
永
測
ま
ん
じ
ゅ
う
ま
ん
じ
ゅ

F

フ。ハ
l
ル
ハ
イ
ム
へ

V
大
村
歌
謡
愛
好
会
J

慰
問

慈
恵
荘

へ

V
一
瀬
宏
(
福
岡
県
春
日
市
)
却

万
円

V
板
橋
養
鶏
場
H
冷
凍
卵

V
日
本
た
ば
こ
産
業
附
日
夕
パ
コ

V
長
崎
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
管
理
運

営
側
ー川
石
け
ん
外

V
富
、
永
美
容
室
!
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

い
h
i

レ
ス

V
大
村
民
踊
協
会
川
|
浪
曲
入
場
券

寸
手
づ
く
り
パ
ン
・

ケ
ー
キ
教
室
L

会
員

安
心
し
て
い
た
だ
け
る
お
い
し

い
パ
ン
や
ケ
!
キ
を
作
り
ま
す
。

定
例
日

毎
月
第
2
・
4
水
曜
日
、

午
前
印
時

1
ロ
時
叩
分

場
所

中
地
区
公
民
館

会
費

2
0
0
0
円

(材
料
費
含
)

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ

針
本
(
宮
⑫
5
3
9
3
午
後
)

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

( 期 象 ・
9 間 ユ ワ
日 I I 
間 12カ ブ
)月ラ ロ

2 a 講:
日 r 座
(臼)t ~ 
S'-'高
21 年
日齢
(封者

対

V
寿
々

木
松
子
い
お
菓
子

V
大
村
市
美
容
組
合
理
容
奉
仕

V
国
立
長
崎
中
央
病
院
附
属
看
護

学
校

l
奉
仕

V
紀
内
千
鶴
子

(片
町
)
奉
仕

V
金
子
由
紀
子

(協
和
町
)
奉
仕

V
日
高
和
美

(鬼
橋
町
)
奉
仕

V
岩
崎
文
雄

(諏
訪
2
丁
目
)
奉

仕V
芳
文
会
火
土
曜
会
日
舞
踊
慰
問

V
大
村
市
尺
八
同
好
会

H
慰
問

V
東
大
村
小
学
校
ド
慰
問

・
手
作

り
ペ
ン
ダ
ン
ト

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
へ

V
ス
ー
パ
ー
中
村
川l
ミ
ニ
動
物
園

招
待

V
永
倒
ま
ん
じ
ゅ
、フ

ま
ん
じ
ゅ
う

-
T
i
G溶
接
の
基
礎

期
間

ロ
月
3
日
開
ー
は
日
樹

(
6
日
間
)

-
N
Cプ
ラ
ズ
マ
ロ
ボ
ッ
ト
操
作

と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

期
間

ロ
月
2
日
同
1
9
日
同

(
2
日
間
)

-
建
築
配
管
技
能
様
定
受
験
準
備

講
習

(
一
級
実
技
)

期
間

ロ
月
4
日
川
w
i
m
日
同

(
6
日
間
)

-
建
築
配
管
技
能
検
定
受
験
準
備

講
習

(二
級
実
技
)

期
間

ロ
月
4
日
川
w
i
m
日
附

(
6
日
間
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

(干
制

諌
早
市
小
船
越
町
1
1
1
3

宮
@

2
7
2
1
)
 

おおむa;ヴリ-bコー号ス会員募集
初 Il，¥者のあなたち、笑顔のステ /ゴ六a
キなあなた包大歓迎 人ふ~yt(

P毎週木曜日、10 : 00'"'-./ 1 2 : 00 / n二三ごオハ
P竹松住民センター 2F /jí~\l 
P月会費2000円 そZJtlr'(ご い、
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2日
成人の健康相談 福祉センター 13: OO~ 15・。。

3歳児健康診査 大村保健所

(蛍
⑪40歳以上

②9 : 3 0 ~ 1O : 00 、 1 3 : 00~13 : 3 0

⑪血圧i&IJ定 ・みそ汁の塩分濃度測定ほか
15日 ⑪昭和62年5月生まれ(61年11月一62年4月生

(木) まれで、まだ受けていない人も受診してくだ

当番医
きい ) ⑪母子健康手帳、問診票

3日
f内・呼)ともなカf内科ク1)ニ/1 杭出津汀目 fi'@5000 

定期巡回献血 市役所 9 ・ 30~12: 00 

(工・祝)
(産)おび産婦人科医院本町 宮⑪ 1103 1 i顎6か月児健康診査

市コミセン ⑧13: OO ~ 13: 30 

4日
当番医 16日

⑪平成元年4月生ま れ(63年11月~平成元年3

(日)
(内)近藤医院東本町 宮⑪ 1166 (金)

月生ま れで、まだ受けていない人も受診して

(外・内)牧山医院 宮小路 2丁目 2③ 7831 
くだきし、) ⑪母子健康手帳、問診票、歯ブラシ

成人の健康相談 福祉センター 13: OO~ 15: 00 

安産教室 市役所 9:30~ 11: 00 ③9:30まで

@⑪...2日(針 と同じ

5日 ⑮母子健康手帳、ズボン 18日
当番医

(月) 寸支健康相談 市役所 13:OO ~ 16: 00 (日)
(内)JlI本内科医院久原 1丁 目 fi'@ 567 ::; 

⑪血圧測定 ・みそ汁の塩分濃度測定ほか
(整)橋口整形外科医院竹松本町 宮@8739

20日
乳鈎児健康相談 鈴田出張所②9:30~ 11: 00 

6日
乳鈎児健康相談 福重出張所 ⑧13:30 ~ 15: 00 (火)

(火)
明日の親のだめの教室(ア)

市コミセン 13: OO ~ 16: 00 21日
1歳6か月児健康診査 市コミセン

(水)
⑧13 : 00 ~1 3 : 30 @⑮ ー16日制 と同 仁

ア日
妊婦教室(3)中地区公民館 13: 00 ~1 6 ・ 00

(水)
妊婦教室(1) 中地区公民館 13 : OO ~ 16: 00 

22日

8日
(木)

機能訓練根気の会 福祉センタ 13:30~15 :30 

(木)
機能訓練根気の会 福祉センタ - 13:30 ~15: 3 0 

23日 I 当番医

10日
耳とことばの相談 福祉センタ-13: 00 ~ 15 : 00 

(金・祝) (小)田川小児医院 東本町 宮@ 4000 

(土)
(産)後藤産婦人科医院西大村本町 宮②6015

当番医25日

11日
当番医 (日)

(内)南野クリ ニック 乾馬場町 宮@ 2233 

(日)
(内・呼)おおつか内科医院 西三城町 宮@ 8080

(皮・泌)黒木医院西大村本町 宮@)0211

(外・内)佐藤外科医院杭出津2丁目 企 @ 3070 26日
(月)

乳却兜健康相談 二浦出張所②9 : 30 ~11 ・ 00

13日
乳幼児健康相談 市コミセン

(火)
③9: 30~ 11: 00、13:30~ 15: 00 28日

妊婦教室(4) 中地区公民館 13: OO ~ 16: 00 
⑪離乳食教室 10: 30 ~ 15: 00 (水)

14日
略号の説明 ⑪-一対象 ⑧・・・受け付け ⑪・内容

(水)
妊婦教室(2) 中地区公民館 13: OO ~ 16: 00 ⑮一持って くるもの

当番医の診療時間 9: OO~ 18: 00 

毎
月
1
回
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一人口の動き一一¥

10月7日現在 ! 

人口 計 72.775 I 

(+ 36) I 

男

ー 16-

34，651 
(+ 6) 

38，124 
(+ 30) 

22.595 
(十28)

)内は前月比

女

世帯数

百五b仇~仇H帖イ砧""'-""'、百時仇~科H、H、~仇封、H、H時ζり仇~町

市民相談コ ナ (秘書広報課〉ですべて無料で行っていますo ~ 
11 お気軽にご相談ください。 ~

月 人 権相談 ( 1日・木 10: OO~ 15 : 00) ~ 
2 行政相談 (8己・木 9: 30~ 12 : 00) ~ 
広 法律相談 (21日 水 10: 00~ 1 5 : 00) ~ 
例 i
姐 不動産相談 (22日・木 13: OO~ 16 : 00) 
譲 受通事故相談 (27日火 10: 00~ 1 6 : 00) 
巴 年金相談 (28日・水 10: 0ト 15: 00) 
j ※受け付けは午前 8 時30分よ り 行っています。~
比-"'-"""、う4、""'、タ《、少等、""'、""'、""'、""'、y>、~込""'、》ζ、"'"'、""'込〉イ本~、b信、》信、y>、会《冷三ベ、b毛、""'、""'、う《瓦う吾、h吾、"""、--"'-

11月の文柑ポート (1-5日、 10-15日・三県対抗戦、 21-25日

29-12月4日・RHW第10単文)

川、LT
tJA
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